
Jpn. J. Histor. Bot. 植生史研究　第34巻　第1–2号  p. 2026年 1月

©2026 Japanese Association of Historical Botany

第 53回日本植生史学会談話会「松江周辺の植生」が，
2025年 8月 28日（木）に実施された。この談話会は 8
月 28日（木）～ 9月 1日（月）に島根大学で開催された
日本第四紀学会 2025年大会の専門巡検の一つとして，日
本植生史学会との共催で行われた。世話人は渡邉正巳氏（文
化財調査コンサルタント株式会社）と鳥井夏希氏（島根大
学大学院生）で，案内者は井上雅仁氏（三瓶自然館）であっ
た。主に日本植生史学会や日本第四紀学会に所属する 8名
が参加した（図 1）。
当日は朝 8:30に JR松江駅南口を出発し，車で 10分程
移動したのちに，田和山史跡公園に到着した。田和山史跡
公園は宍道湖南東岸の丘陵に位置し，弥生時代の集落遺跡
である史跡田和山遺跡と標高約 50 mの丘陵地，「田和山
の森」からなる公園である。参加者はまず案内者の井上氏
から田和山の植生について案内を受け，散策路に沿って植
生を観察しながら「田和山の森」を登った。田和山の森は

かつて，手入れが行き届かず放置されたヒノキの植林地で
あった。しかし，地元住民らの団体によって 2002年頃か
らヒノキの間伐が行われるようになり，現在はヒノキ以外
の多様な植物を交える二次林へと移行しているという。
田和山の森は全体として，間伐によって日光が林床まで
差し込んでおり明るい森林であった。入り口から市道沿い
に登る道では，林床にヤブコウジ，ツワブキ，低木として
イヌビワやヒメコウゾなどが生育していた（図 1）。筆者
は，植林といえば林床が暗くわずかな植物しか生育しない
イメージがあった。しかし，植林であっても間伐によって
このように明るくなり，多様な植物が生育できるようにな
るものなのかと感動した。田和山の森では，絶滅危惧種で
あるキンランも観察できた。キンランの生育には，明るい
環境に加えてブナ科樹木・菌根菌との三者共生が必要とさ
れる。井上氏によれば，近年では移植の際に明るい森林で
ブナ科樹木とキンランを共生させることで保全に成功しつ
つあるという。田和山の森でも，間伐によって林床が明る
くなった後，キンランが増加しているとのことであった。
また林内にはクスノキやタブノキ，ノグルミなど暖温帯
性の高木の生育が確認できた。クスノキは樟脳の原料とし
て知られており，島根県の石見銀山では鉱山病対策として
クスノキの枝葉を煮た蒸気を坑内に送り込んでいたと井上
氏から伺った。そのほかにも散策路沿いではクロキやサカ
キ，カクレミノなど多くの常緑広葉樹がみられ，井上氏や
参加者の先生方に同定のポイントをレクチャーしていただ
いた。
田和山の森の丘陵頂上部からは，田和山遺跡を望むこと
ができた（図 3）。田和山遺跡は，丘陵上に築かれた弥生
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図 2　 「田和山の森」の林床（林　尚輝氏提供）． 図 3　田和山遺跡（林　尚輝氏提供）．

図 1　田和山遺跡での集合写真（渡邉正巳氏提供）．
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時代前期～中期の環濠集落跡である。一般的な環濠集落
跡とは異なり，住居跡は環濠の外に位置し，環濠内には 5
本柱建物，9本柱建物の柱穴が残るのみという特異的な遺
構である。
昼食後，午後は島根半島の北に位置する枕木山に移動し，
山頂にある古刹，華蔵寺へと登りながら植生を観察した。
枕木山は標高 453 mで暖温帯上部にあたり，参道沿いで
はアカガシやスダジイの大径木が数多くみられた（図 4）。
また，参道沿いには，カヤの変種であるチャボガヤも見ら
れた。チャボガヤは日本海側の山地に分布しており，多雪
に適応して這う姿勢の低木として育つという（図 5）。
華蔵寺の境内には樹高 20 mに近いモミの大径木が並ん
でおり，江戸時代に建てられたという建造物と相まって荘
厳な雰囲気を醸していた。華蔵寺では住職にお茶をいただ
き，お話を伺いながらお寺の屋内で休憩させていただいた。

住職の方によれば，
枕木山は冬季の
積雪が著しく，過
去には積雪によっ
てスギの大径木や
寺の門が倒壊す
ることもあったと
いう。普段ほとん
ど雪の降らない鹿
児島に住む筆者
は，日本海側の冬
の積雪が植生や
人間活動にいかに
大きな影響を与え
るかを痛感した。
休憩後は華蔵寺
の北へ歩き，5分

程歩いたところにある沢沿いのテツカエデの高木を観察し
た（図 6）。井上氏によれば，テツカエデは中国山地でも分
布の記録が無く，松江付近でこのように生育しているのは
稀であるという。暖温帯上部である枕木山に，冷温帯性の
落葉広葉樹がどうして生き残ってきたのか，その歴史は大
変興味深いと感じさせられた。
今回の談話会では，里山や山地における植生を現地で観
察し，人間活動や気候といった要因に応じた植生の様々な
在り方について理解を深めることができた。さらに，実際
に植物を見ながら先生方からの丁寧な解説を受けることで
一層興味を引かれ，自身の研究にも大きな刺激を得ること
ができた。
末筆ではございますが，今回の談話会を企画し準備して
くださった渡邉正巳氏，鳥井夏希氏，植生について大変詳
しく案内してくださった井上雅仁氏に深く感謝いたします。
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図 6　テツカエデの高木．

図 5　斜面を這うチャボガヤ．

図 4　参道沿いのアカガシの大径木（鳥井夏希氏提供）．
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